
[１３] 延岡市小体連 

（ 学校数２７校  ６２２４名） 

Ⅰ 年間事業 

 事業名 事業内容 会場 

５月７日（月） 第１回理事会 ○ 会計予算審議 

○ 活動計画及び事業計画審議 

○ 役員選出 

旭小 

６月８日（金） 第２回理事会 ○ 器械運動教室内容審議 

○ 陸上教室の概要説明 

旭小 

７月２４日（火） 器械教室運動前日準備 ○ 器械運動教室会場設営 

○ 指導方法確認 

東小 

７月２５日（水） 平成３０年度延岡市器械運動教室 東小 

８月２１日（火） 第３回理事会 ○ 陸上教室について審議 

○ 器械運動教室反省 

○ 授業研究会事前研 

旭小 

１０月１７日（水） 陸上教室前日準備 ○ 会場設営 

○ 役員打合せ 

西階陸上競

技場 

１０月１８日（木） 

平成３０年度延岡市陸上

教室 

○ 100ｍ、50ｍＨ、走り幅跳び、走

り高跳び、ソフトボール投げ、800・

1000ｍ、４×100ｍリレー 

○ 模範走（成迫健児氏、清山ちさと氏） 

西階陸上競

技場 

１１月２２日（木） 
第４回理事会 

○ 研究授業 走・跳の運動 ４年生 

○ 授業研究会 

北川小 

２月１日（金） 第５回理事会 ○ ジャベリックスローについて 旭小 

３月１日（金） 第６回理事会 ○ 年間事業反省 旭小 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

 １ 器械運動教室 

 （１） 大会名  平成３０年度延岡市器械運動教室 

 （２） 期 日  平成３０年７月２５日（水） 

 （３） 会 場  延岡市立東小学校 

 （４） 参加者  延岡市立の小学校に通う３・４年生の希望児童 １０５名 

 （５） 内 容  延岡商業高校生徒及びさくら体操クラブによる模範演技  

マット運動（前転・後転） 跳び箱（開脚跳び） 

 （６） 実施方法 ○ 児童をＡ，Ｂ２つのグループに分ける。 ※ 熱中症対策の為計画変更 

（Ａ・B グループ：マット→跳び箱 ） 

          ○ 各グループを１０班に分け，少人数での実技指導を行う 

 （７） 日 程  ○ 開講式     ９：００ 

          ○ 模範演技    ９：１５ 

          ○ 実技指導    ９：５５ 

          ○ 閉講式終了  １２：００ 

 （８） 表 彰  参加児童全員に，修了証を配付する 

  



 （９） 反 省 （成果と課題） 

○ 屋内で跳び箱、屋外で鉄棒の指導を予定していたが、熱中症の恐れがあったため、屋内で

の跳び箱・マットの指導に変更した。結果、時間の短縮にもつながり、「水分補給や休憩時間

に余裕があってよかった」「早めに切り上げたのは賢明だった」といった回答があった。 

○ ７４％の児童が「器械運動が好きになった」と回答し、９０％の児童が「楽しかった」と

回答していた。その理由として、「先生がほめてくれた」「みんながアドバイスしてくれた」「で

きなかったことができるようになった」ことを多く挙げていて、体力・技術の向上以外でも

友達作りや新しい自分の発見など、この教室を開く意義があったと思う。 

    ● ここ数年言われている熱中症対策が大きな課題となる。時期は適切か、設備は充分かなど、

今後も議論を重ねていきたい。また、参加児童のマナーも反省で挙がった。安全な運営のた

めにも、指導者全体で児童管理を徹底していきたい。 

 ２ 陸上教室 

  （１） 大会名  平成３０年度延岡市小学校陸上教室「オリンピックゲームズ」 

  （２） 期 日  平成３０年１０月１８日（木） 

  （３） 会 場  西階陸上競技場 

  （４） 参加者  延岡市立の小学校に通う６年生児童（一部５年生児童を含む）  

  （５） 種 目  ○ １００ｍ（選抜・一般）   ○ ５０ｍハードル（選抜） 

           ○ ８００ｍ（選抜女子）    ○ １０００ｍ（選抜男子） 

           ○ 走り幅跳び（選抜男子・女子）○ 走り高跳び（選抜男子・女子） 

           ○ ソフトボール投げ（選抜男子・女子）  

○ ４×１００ｍリレー（選抜男子・女子） 

  （６） 実施方法 ○ 宮崎県小学校体育連盟標準記録認定要領及び，陸上競技ルールブックに則

って行い，一部ローカルルールを採用する。 

           ○ 延岡市の小学校２７校を集め、１日開催で行う。  

 （７） 表 彰  各種目の上位３名を表彰する。 

 （８） 反省（成果と課題） 

○ 延岡市陸協の協力もあり、素晴らしい競技場で活動できたことや電気時計による記録の

測定など陸上競技の醍醐味を味わい、多くの学校の児童と競い合えたことがよい刺激とな

った。 

○ トップアスリートによる模範走やポイント指導により陸上競技に関する関心を高めるこ

とができた。 

● 実施時期、バスの運行、限られた種目のみの出場（活動時間が短い）等の課題も挙げら

れており、小体連で検討していく必要がある。 

 ３ 体力向上の取組 

  （１） 期 日  平成３０年１２月～２月 

  （２） 対 象  延岡市内の小学校に通う児童 

  （３） 内 容  なわとび運動（８の字跳び、二重跳び） 

  （４） 取組内容 ○ 延岡市小体連なわとびカードの活用 

           ○ 延岡市なわとび大会の実施      

  （５） 成果と今後の見通し 

     ○ 「延岡市なわとび大会」を行い、校内及び学校間で競い合いながら体力を高めている。 

延岡市全体でなわとび運動に取り組んで６年目となるが、活動が活発になり、年々記録

も伸び、体力の向上につながっていると言える。 

 しかし、体つくり運動における内容が縄跳びを使った運動に偏りが見られる学校もあ

り、実施については、今後検討していく必要がある。 



Ⅲ 研究部の歩み 

１ 本年度の研究主題 

 

 

 

２ 研究の基本的な考え方～探求的・協働的な学びのある体育科学習とは 

    延岡市小体連では、探求的・協働的な学習を以下のように捉えている。 

○ 探求的な学習とは 

 

 

○ 協働的な学習とは 

 

 

 

３ 研究の構想（研究の仮説、研究内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ４ 研究の実際 

   平成３０年１１月２２日（木）に授業実践を行い、研究仮説の検証を行った。 

領域 単元名 学年 授業者 

走・跳の運動 小型ハードル走 ４学年 北川小学校 永野 佳太 教諭 

  【教材分析】 

走・跳の運動は、走る・跳ぶなどについて、友達と競い合う楽しさや調子よく走ったり跳んだりする心地

よさを味わうことができ、また体を巧みに操作しながら走る、跳ぶなど様々な動きを身に付けることを含ん

でいる運動である。また、ハードリングの技術を獲得することによって、どの子も記録を縮めることができ

るため、短距離走とは異なり、走力のみでは競争の結果が決まらないことも学習意欲につながると考えられ

生涯にわたって運動やスポーツを豊かに実践していく子どもの育成 

【研究主題】 

健やかな心と体を育み、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる体育科学習の在り方 

～探求的・協働的な学びのある「陸上運動」指導を通して～ 

 

【研究仮説】 

 陸上運動において、課題意識のもたせ方を意識した指導を行い、友達と関わり合いながら探求的な

学習を進めることで、できる喜びを味わわせれば、児童が進んで学習に取り組み、生涯にわたって運

動に親しむ資質や能力の基礎を育てることができるであろう。 

体
育
科
の
目
標 

児
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【研究内容】 

○ 探求的・協働的な学びを位置づけた指導過程の研究 

 ・ 課題のつかませ方 

 ・ 教材・教具・場の工夫 

 

 運動やスポーツの楽しさや健康の意味及びそれらの価値をふまえ、運動や健康についての自

らの課題に気付き、その課題解決に向けて試行錯誤を繰り返しながら学びを進めること 

 運動・スポーツや健康について、自らの課題の解決に向けて児童同士、児童と教師、さらに

児童と知識がかかわり合いながら、話し合ったり、教え合ったりして学びを深めていくこと 

健やかな心と体を育み、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる体育科学習の在り方 

～探求的・協働的な学びのある「陸上運動」の指導の工夫を通して～ 



る。さらに、友達の姿勢やリズムなど観察しやすいため、互いに教え合いながら技能を高めていくことが可

能な運動である。そこで、以下のように単元を計画し、３時間目を研究授業として設定した。 

【単元計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

ハードルを置く位置を自分たちで考えるという活動を設定 

することで、「早くゴールするためにはどんな間隔でハード 

ルを置いたら良いのだろう。」という課題意識をもたせていっ 

た。運動経験から得られた感覚を根拠に調子よく跳ぶには等 

間隔でハードルを置いたほうが良いと判断した児童が多数お 

り、インターバルをそろえることで同じような歩数やリズム 

で走ることができることに自然に気付かせることもできた。 

また、場の工夫として、1 メートル間隔の直線を１２本ほ 

ど引き、ハードルを置く位置を確かめられるようにしたこと 

も、児童に「等間隔に置くことで調子よく跳べる」という考 

えを引き出す一助となった。陸上運動は、一般的に個人種目 

として取り組まれる運動だが、班対抗の折り返しハードルリ 

レーを設定したことで「動きを見合う」、「作戦を考える」等 

の活動が生まれ、協働的な学習につながっていき、運動の楽 

しさを感じられる授業となった。 

 

５ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

 ○ 課題のつかませ方が工夫されており、児童が主体的に学習に取り組むことができた。 

 ○ 競争型の特性を活かすことで、話合いが活発に行われ、協働的な学びも展開された。 

 ○ 場や教具が工夫されており、全ての児童が運動の楽しさに触れることができ、意欲的に学習に取り

組むことができていた。 

(2) 課題 

 ● 今回の授業では、「考えたことを友達に伝える」ことを評価することにしていたが、活動をしてい

る中で個人を評価することの難しさを感じた。今後評価の行い方についても研究を広げていきたい。 

 ● 技能については、「何を」「どのように」「どのタイミングで」指導するのかを整理し、指導を行っ

ていく必要がある。 

 


